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河川形状の違いが温泉排水流入河川による沿岸域への熱供給に与える影響

について

Influence of difference in river shape on heat supply to coastal area by

hot spring drainage river
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　大分県別府市では、河川に温泉排水が流入し、河川生態系へ影響を与えていることが明らかとなってい

る。温泉排水の流入している河川の河口部では、温泉排水由来の熱の影響で、本来生息していない熱帯性の外

来魚が多く生息しており、河川に生息する生物への熱的な影響が強いことがわかっている。しかし、すべての

温泉排水が流入する河川で、河口部の生物に熱的な影響が見られるわけではなく、温泉排水が流入しているに

も関わらず、その影響が少ない河川も存在する。別府市の河川は、火山性の扇状地を流下しており、河川の長

さは比較的短いが、河川ごとに形状が異なる。また、河川によっては、コンクリート３面ばりのものもあ

り、川の状態も河川によって大きく異なる。別府では、温泉排水は主に、河川中流部で流入するため、河口域

へ到達する間の河川状況の違いで、沿岸へ供給される熱の程度が異なってくることが予想される。そこで本研

究では、沿岸部への温泉排水由来の熱の供給が、何よって影響を受けているのかを明らかにする目的で、温泉

排水が顕著に流入している２つの河川（平田川・春木川）を比較した。 

　両河川とも、標高200m前後の地域で温泉排水が流入し、３km程度流下して河口部へ到達するが、河口部で

の水温は、年間を通じて春木川の方が５℃以上低い。また、一部で自然状態が維持されている春木川と比べ

て、平田川はほとんどすべての流程がコンクリートで覆われている。発表では、このような違いに加え、傾斜

や直線性などの地形的な違い、流量の違いなどを俯瞰的に比較し、沿岸部へ供給される河川水の温度の違いが

生じる理由について考察を行う。
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